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 イヌワシ（Aquila chrysaetos）は 6 亜種がユーラシア大陸や北米大陸など北半球に広く分布
している大型の猛禽類である。亜種の一つであるニホンイヌワシ（A. c. japonica）は日本およ
び朝鮮半島の一部にのみ生息し、日本における個体数は約 500 羽と推定されている。環境省の






団については Population Viability Analysis（PVA）も行い、200 年間における個体群の持続
性をシミュレーションにより解析した。さらにニホンイヌワシの全ゲノム情報より、集団遺伝
学的解析を用いて過去の有効集団サイズの変化を推定した。この結果からニホンイヌワシの減




育では近交化は生じていないことが示された。飼育集団の PVA の結果、現在の飼育集団は 156 年
で絶滅することが示され、持続的ではないことが示唆された。絶滅の回避には、繁殖参加つがい
数を増加させて個体数を増やし、10 年に一度程度で新規個体を加え、遺伝的多様性を維持する
ことが必要である。また、全ゲノム情報にもとづく PSMC（pairwise sequentially Markovian 
coalescent）モデルを用いた解析により、ニホンイヌワシ（の祖先）の有効集団サイズは 10 万
年前の約 8 万羽から、1 万年前には約 5 千羽まで減少したことがわかった。さらに、北米の亜種
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